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地域コミュニティ活性化セミナー 
★長橋町自治会★ 

待望の自治公民館が完成しました！ 

  庭吉弘さん（清水町）が 
総務大臣表彰を受賞しました！ 

 １月９日（木），いわて県民情報交流セン

ター（アイーナ）で「地域コミュニティ活性化

セミナー」（岩手県主催）が開催されました。

町内会・自治会やNPO関係者のほか，行政職員ら

約130人が参加し，持続可能な地域づくりについ

て理解を深めました。 

 講師として登壇したのは，兵庫県朝来市（あ

さごし）総合政策課の馬袋（ばたい）真紀課長

補佐兼創生企画係長。朝来市の「与布土（よふ

ど）地区」での活動事例を踏まえ，「持続可能

な地域づくりを考える～みんなが主体的に参加

する地域づくり～」と題した講演を行いまし

た。 

 馬袋さんは「若者とシニア層（役員層）をつ

なげる『翻訳係』

の働きが地域づく

りのカギを握る」

と解説し，参加者

は熱心に耳を傾け

ていました。 

 長橋町自治会（本宮

秀孝会長）は，（一

財）自治総合センター

が実施する「令和元年

度コミュニティ助成事

業」の採択を受け，長

橋町自治会館を建設しました。 

 １月25日（土）には落成記念祝賀会が開催さ

れ，自治会の会員ら約50人が出席。地域住民の

悲願だった活動拠点の完成を祝いました。 

 祝賀会で本宮会長は，「集いの場としてはも

ちろん，災害時等の一時避難場所としても活用

したい。落成を機に，自治会の更なる飛躍を図

りたい。」と意気込みを語っていました。 

  

 清水町の 庭吉弘さんは，「令和元年度自治

会等地縁による団体功労者総務大臣表彰」を受

賞し，11月29日（金）に総務省（東京都千代田

区）で行われた表彰式で表彰を受けました。 

 同表彰は，自治会・町内会等の地縁による団

体の代表者として多年にわたり在職し，地域的

な共同活動を通じて良好な地域社会の維持及び

形成に顕著な功績があったと認められる方に対

し総務大臣が表彰を行う制度。 庭さんは，平

成５年から29年までの24年間という長きにわた

り清水町第一町内会の会長を務められたほか，

杜陵地区福祉推進会の会長や盛岡市町内会連合

会の理事を歴任するなど，地域づくりの推進と

住民福祉の向上に尽

力されました。 

 12月23日（月）に

は盛岡市役所を表敬

訪問し，谷藤市長へ

受賞の報告を行いま

した。 
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※開催中止※ 
新型コロナウイルス感染症の 

拡大を受け，下記イベントの 

開催を中止します。 
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 ２月２日（日），中野地区で「防犯卓球大会」

（中野地区防犯団体連絡協議会主催）が開催されま

した。この大会は，卓球を通じて地域交流を促すこ

とにより，青少年の非行・犯罪の防止を図ることを

目的に，毎年開催されています。 

 今年で50回目を迎えた同大会には，小学生からシ

ニアまで，300人を超える地域住民が参加。会場と

なった中野地区活動センターは，熱気と声援に包ま

れていました。 

 同協議会の吉田孝一会長は「毎年家族ぐるみで参

加する住民も多く，交流の場としての役割は大き

い。少子高齢化により参加者は減少傾向だが，一度

やめてしまえば復活は難しい。この先も住民同士の

つながりが途絶えなることがないよう，歴史ある本

大会を次の世代に引き継いでいきたい」と，大会に

込める想いを力強く語っていました。 

 

 

（ 令 和 ２ 年 3 月 発 行 ） 



 

 １月21日（水），“世界につながるまち盛

岡”市民会議（田口幸雄会長）は，盛岡駅ビル

フェザンにおいて，東京2020オリンピックパラ

リンピックに関するホストタウン事業を盛り上

げる機運を高めることを目的に，「ホストタウ

ンの相手国を知ろう！」を開催しました。 

 会場では，盛岡のホストタウンであるカナダ

とマリ共和国に関する様々な文化を紹介するパ

ネル展を開催。また，夕方にはマリ共和国出身

のママドゥ・ドゥンビアさんらによる，伝統楽

器を使った演奏会が行われ，通りかかる多くの

人が足をとめて演奏に耳を傾けていました。 

 盛岡ではこれまで，カナダの水球やラグビー

セブンズの事前合宿の受入れを行っており，市

民との交流イベントも様々な形で実施されてい

ます。 

 いよいよ2020年は東京オリンピック・パラリ

ンピックの開催年。この大会を契機に，盛岡に

も過去最大の訪日外国人客が見込まれます。 

「ホストタウン」とは？ 

「ホストタウン」として国に登録された地方

自治体は，相手国（東京2020オリンピック・

パラリンピック大会の参加国・参加地域）と

の人的・経済的・文化的な相互交流を行うた

め，事前合宿の受け入れや，大会参加選手と

市民等との交流会などを行います。 

盛岡市の「ホストタウン」相手国は？ 

 盛岡市は，カナダ（2016年12月登録）とマ

リ共和国（2019年８月登録）の２国のホスト

タウンとして，内閣官房より認定を受けてい

ます。令和２年２月時点で，次の競技の事前

合宿の受入れ予定は次のとおりです。 

・ラグビー（カナダ）男子，女子（ともに決定） 

・水球（カナダ）女子（男子は３月以降決定） 

・柔道（マリ共和国）（５月以降決定） 

・スポーツクライミング（カナダ）（予定） 

 

 ２月９日（日），盛岡市総合福祉センターでコミュニティ

リーダー研修会が開催され，地域活動団体の役員等，約100

人が参加しました（共催：盛岡市，盛岡市町内会連合会，玉

山地域自治会連絡協議会，“世界につながるまち盛岡”市民

会議）。ここでは，発表や講演の主な内容を紹介します。 

境田町町内会 乙部地域協働のまちづくり事業 
 推進委員会 
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講師：特定非営利活動法人ハンズオン埼玉 西川正理事 

 講師の西川さんと４名のパネリストが，自身の経験を基に，地域活動の楽し

さや大切にしていることを話し合いました。西川さんは，『人がつながり動き出

すのは，その場に「遊び」があるかどうか。遊びには，「余裕・余地」（車のハン

ドルのアソビと同じ）と，「何かをやってみよう」という２つの意味があります。「失

敗しても大丈夫」という安心感と，「自分なりに工夫できる余地」の２つが約束さ

れていると，人は「やってみよう」と動きます。最初から正解があるところでは，

そういう気持ちは芽生えません。そして，「やり方を変えたら今までどおりうまく

いかないかもしれない」というドキドキ感を共有した人が，担い手になっていき

ます。仲間になっていくとは，そういうことだと思います。』と総括しました。 

 地域のきずなづくりのために「ふれあいサロン」

や「ふれあい夏祭り」を行っているほか，防犯パト

ロールを実施するなど，安心で快適な暮らしの

仕組みづくりに取り組んでいます。

子ども会で作成した地域安全マッ

プは，平成28年から４年連続で，岩

手県の最優秀賞を受賞しました。 

令和元年度 
岩手県「元気なコミュニティ特選団体」認定団体 盛岡市「地域協働推進事業」実施団体 

 生涯にわたりスポーツが楽しめるよう，ゲート

ボール場整備や交流大会に力を入れています。

また，地域史の発行といった文化保全活動を実

施しているほか，ヤマメの放流・生

き物探検など，乙部の自然豊かな

地域資源を生かした活動を行って

います。  

 次の２団体から，これまで取り組んできた地域活動について，ご紹介いただきました。 

 役員の担い手不足や参加者の固定化等の背景にあるのは，住民のお客様化。地域

づくりがサービスとして提供されると，住民の当事者意識は低くなります。その結果，住

民同士が一緒に考えたり，会話をしたり，行動するという場面が，生活の中から徐々に

消えていきます。お客様をつくらないコツは，一緒にやること。イベントを行うとき，役員

が企画から後片付けまですべて担うのではなく，参加者にもあえて仕事を残しておくこ

とがポイント。そして，参加者に「一緒にやってもらえませんか」と声をかけてみる。知らない人同士でも一

緒に作業をすることにより，自然に仲間に溶け込んでいくことができます。住民のためではなく，住民と一

緒にその場をつくることを少し意識することで，場の雰囲気が大きく変わり，また負担感が達成感へと変

化します。一緒に作業をしたり，何かを持ち寄ったりするなど，ちょっとした工夫から，「みんなで一緒に

やった」という感覚が生まれ，住民がお客様から当事者に変わっていくきっかけになります。 
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第三部 

＜パネリスト＞ 

・事例発表２団体 

・青山地区まちづくり協議会 

・盛岡市社会福祉協議会 


